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5月28日（日）八王子流鏑馬が3年ぶりに開催されます。

セブンヒルズ株式会社は「八王子流鏑馬」の協賛企業です。

〒192-0045　八王子市大和田町5-12-3-102

八
王
子
の
八
幡
八
雲
神
社
の

境
内
に
あ
る
「

横
山
神
社
」

は
、

大
江
広
元
が
横
山
氏
の

供
養
の
た
め
創
建
し
た
そ
う

で
す
。

ち
な
み
に
、

横
山
姓

が
多
い
都
道
府
県
は
、
１
位

が
高
知
県
、
２
位
が
宮
崎
県

３
位
が
山
形
県
で
す
。
有
名

人
で
は
、
横
山
大
観
さ
ん
、

横
山
ノ
ッ
ク
さ
ん
、

横
山
や

す
し
さ
ん
が
思
い
浮
か
び
ま

す
。

☎ 042-646-9934

八王子まつり開催決定
令和5年8月4日（金）･5日（土）･6日（日）

八
王
子
市
横
山
町
は
、

丁

番
を
持
た
な
い
単
独
町
名

で
す
。
古
来
よ
り
、
「

多

摩
の
横
山
」

は
名
馬
の
産

地
と
し
て
名
を
知
ら
れ
、

陽
成
天
皇
の
私
牧
だ
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
管
理
者
と
し
て
派
遣

さ
れ
た
の
が
、
小
野
氏
で

後
に
小
野
姓
を
横
山
姓
に

改
め
ま
し
た
。
馬
を
扱
う

横
山
氏
は
、

武
士
団
と
し

て
勢
力
を
伸
ば
し
、
武
蔵

七
党
の
筆
頭
に
な
り
ま
し

た
。
小
野
義
孝
改
め
横
山

義
孝
は
、

横
山
党
の
始
祖

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

有
力
武
士
団
と
な
っ
た
横

山
党
は
、

源
氏
と
の
結
び

つ
き
も
強
く
、
代
々
源
氏

の
嫡
子
の
誕
生
に
は
神
事

を
執
り
行
っ

て
い
ま
す
。

横
山
義
孝
の
子
孫
た
ち
は

前
九
年
の
役
や
保
元
・
平

治
の
乱
に
参
戦
し
、
手
柄

を
立
て
て
い
ま
す
。
義
孝

か
ら
4
代
目
の
時
重
の
妹

は
、
鎌
倉
幕
府
の
御
家
人

と
な
る
梶
原
景
時
を
産
ん

で
い
ま
す
。

ま
た
そ
の
娘

は
、
和
田
義
盛
の
妻
と
な

り
ま
し
た
。

横
山
氏
は
、

さ
ら
に
相
模

の
海
老
名
氏
・
波
多
野
氏

や
秩
父
の
秩
父
氏
に
娘
を

嫁
が
せ
、

婚
因
関
係
を
結

ん
で
い
ま
す
。
秩
父
氏
に

嫁
い
だ
娘
は
、
鎌
倉
幕
府

の
有
力
御
家
人
と
な
っ

た

畠
山
重
能
・
小
山
田
有
重

兄
弟
を
産
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
周
辺
勢
力
と

の
婚
因
に
よ
り
、
横
山
党

は
一
大
勢
力
と
な
り
ま
し

た
。

源
頼
朝
の
死
後
、
北
条
氏

が
台
頭
し
、
梶
原
景
時
の

失
脚
な
ど
、
御
家
人
と
の

軋
轢
が
表
面
化
し
て
来
ま

し
た
。

1
2
1
3
年
の
和

田
義
盛
の
乱
で
は
、

横
山

党
は
、

姻
戚
関
係
に
あ
る

和
田
義
盛
に
加
担
し
ま
し

た
。
結
果
は
武
運
拙
く
戦

に
敗
れ
、

横
山
党
は
領
地

没
収
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、

横
山
庄
の
多
く

は
大
江
広
元
に
与
え
ら
れ

ま
し
た
。

領
地
を
失
っ
た
横
山
氏
は

全
国
に
逃
れ
、
各
地
で
土

着
し
ま
し
た
。
横
山
さ
ん

の
ル
ー

ツ
を
辿
る
と
、

八

王
子
に
辿
り
つ
く
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

セブンにゃん新聞
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〒192-0045
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第2信栄ビル102
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横
山
党
と

鎌
倉
殿
の
３
人現在の八王子市横山町

八王子流鏑馬

山形の旬の食材を

産地直送でお届けします！

横山氏の代表的な家紋

「石持ち字抜き左万字」


